
第33回定期大会に向けて意思統一！
全分会代表者会議を開催

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
５
月
22

日
、
都
内
で
全
分
会
代
表
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
は
挨
拶
で

「
第

回
定
期
大
会
は
節
目

33

の
大
会
と
な
る
。
大
会
の
成

功
に
向
け
て
、
情
勢
を
共
有

し
意
思
統
一
を
図
ろ
う
。
今

後
の
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
各
地
で
議
論
を
つ
く
り

出
そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
柳
書

記
長
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

情
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
部
木
下
書
記

長
が
第

回
定
期
大
会
の
方

33

針
の
基
調
の
骨
格
を
提
起
し

ま
し
た
。
骨
格
は
①
憲
法
９

条
改
悪
に
反
対
し
平
和
を
守

る
た
め
の
闘
い
、
②
労
働
諸

法
制
改
悪
に
反
対
し
働
く
者

が
主
人
公
と
な
る
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
闘
い
、
③
年

休
完
全
取
得
・
要
員
確
保
で

働
き
が
い
の
あ
る
労
働
条
件

を
構
築
す
る
闘
い
、
④
会
社

の
営
利
優
先
・
厳
罰
主
義
を

許
さ
な
い
安
全
確
立
の
闘

年
休
裁
判
第
３
回
（
第
２

次
提
訴
に
つ
い
て
は
第
２

回
）
口
頭
弁
論
が
、
東
京
は

５
月

日
、
大
阪
は

日
に
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開
廷
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
に

引
き
続
き
、
静
岡
と
名
古
屋

地
本
の
仲
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
裁
判
所
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。被

告
会
社
は
、
裁
判
所
よ

り
職
場
の
休
日
取
得
に
関
す

る
要
員
操
配
に
つ
い
て
、
準

備
書
面
で
の
提
出
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、
今
回
こ
の
準
備

者
の
要
求
を
抑
制
す
る
。
双

方
の
利
益
が
一
致
し
な
い
の

は
対
立
関
係
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
企
業
が
悪
質
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
利
潤
追
求
の

た
め
労
働
者
を
過
労
死
に
追

い
込
む
ま
で
働
か
せ
る
▼

「
働
き
方
改
革
法
案
」
が
昨

日
、
与
党
・
維
新
の
強
行
裁

決
に
よ
り
衆
議
院
を
通
過
し

た
。
当
日
、
国
会
前
に
は
身

内
を
過
労
死
で
失
っ
た
遺
族

が
、
法
案
反
対
の
声
を
上
げ

て
い
た
。
「
働
き
方
改
革
」

と
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
改

革
で
あ
ろ
う
が
、
労
働
者
に

と
っ
て
は
改
悪
だ
。
法
案
の

核
心
は
、
残
業
代
ゼ
ロ
制
度

と
言
わ
れ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
あ
る
。

年
収
１
０
７
５
万
円
以
上
の

特
定
の
職
種
の
労
働
者
が
対

象
だ
が
、
一
度
法
律
が
通
れ

ば
ど
ん
ど
ん
職
種
や
年
収
が

緩
和
さ
れ
る
だ
ろ
う
▼
過
労

死
ラ
イ
ン

時
間
を
上
回
る

80

１
０
０
時
間
が
政
府
の
法
案

で
あ
る
。
「
働
き
方
改
革
」

と
い
う
美
名
に
騙
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
全
て
の
労
働
者

は
安
倍
政
権
に
Ｎ
Ｏ
！
を
突

き
つ
け
よ
う
▼
Ｊ
Ｒ
東
海
労

は
、
年
休
裁
判
や
更
衣
時
間

問
題
で
闘
っ
て
い
る
。
労
働

者
に
と
っ
て
の
「
働
き
方
改

革
」
と
は
、
職
場
で
発
生
し

て
い
る
身
近
な
問
題
を
解
決

さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
労

働
条
件
は
労
働
者
の
手
で
勝

ち
取
る
も
の
で
あ
る
。
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第３９９号

労
働
者
は
よ
り
良
い

賃
金
や
労
働
条
件
を
要

求
す
る
。
企
業
は
利
潤

を
上
げ
る
た
め
に
労
働

汽 笛
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い
、
⑤
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
反
対
の
た
め
の
闘
い
、

⑥
労
働
組
合
軽
視
・
強
権
的

労
務
管
理
を
跳
ね
返
す
闘

い
、
⑦
Ｊ
Ｒ
総
連
の
総
団
結

の
闘
い
、
の
７
点
に
つ
い
て

提
起
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
柳
書
記

長
の
報
告
に
対
す
る
感
想
や

職
場
に
お
け
る
問
題
点
、
大

会
に
向
け
た
決
意
な
ど
が
積

極
的
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
橋
副
委
員
長

が
ま
と
め
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
総

連
と
共
に
闘
っ
て
い
く
こ
と

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

年休裁判
第３回口頭弁論

書
面
が
提
出
、
陳
述
さ
れ
ま

し
た
。

被
告
会
社
の
主
張
は
、
年

間
休
日
・
年
休
日
数
、
行
路

数
、
労
働
日
等
を
考
慮
し
た

上
で
要
員
操
配
を
決
め
て
い

る
、
と
い
う
内
容
で
す
。
し

か
し
現
実
、
年
休
が
失
効
し

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
明

ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
曖
昧

な
陳
述
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
の
第
４
回
口
頭
弁
論

は
７
月

日
、
大
阪
は
弁
論

30

準
備
で
７
月

日
で
す
。

31

要
員
操
配
は
曖
昧
な
陳
述
！



憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日

「
５
・
３
憲
法
集
会
実
行
委

員
会
」
主
催
、
「
戦
争
さ
せ

な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
共
催
す

る
憲
法
集
会
が
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

有
明
・
東
京
臨
海
防
災
公

「
の
ぞ
み

号
」
台
車
亀

34

裂
事
故
関
係
の
申
し
入
れ

（
申
第

、

、

、

、

29

30

37

39

、

号
）
に
対
す
る
業
務

40

42

委
員
会
が
５
月
１
日
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

申
し
入
れ
に
対
す
る
回
答

は
不
誠
実
で
し
た
。
本
部
が

事
実
関
係
の
確
認
を
行
う
た

め
「
の
ぞ
み

号
」
の
名
古

34

屋
駅
停
車
時
に
お
け
る
移
動

禁
止
合
図
掲
出
の
有
無
、
い

つ
の
時
点
で
運
転
取
り
止
め

を
決
定
し
た
の
か
な
ど
を
質

問
し
た
と
た
ん
、
会
社
側
委

員
は
突
然
顔
色
を
変
え
、
何

度
も
机
を
叩
き
「
適
切
に
判

断
し
た
。
本
部
・
本
社
間
で

や
る
議
論
で
は
な
い
」
と
、

声
を
張
り
上
げ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
指
令
員
が

乗
務
員
と
の
無
線
交
信
で
、

車
両
の
異
常
の
報
告
を
受
け

た
こ
と
に
対
し
て
、
会
社
は

「
走
行
に
支
障
が
な
い
と
の

連
絡
を
受
け
た
か
ら
運
転
を

継
続
さ
せ
た
。
念
の
た
め
乗

務
員
に
車
両
状
態
の
確
認
を

指
示
し
た
。
西
日
本
管
内
で

の
無
線
交
信
を
聞
く
な
ど
、

東
海
の
指
令
員
は
暇
で
は
な

い
」
と
、
運
行
管
理
の
正
当

性
を
主
張
し
、
非
を
認
め
ま

せ
ん
で
し
た
。

基
準
を
満
た
さ
な
い
川
崎

重
工
製
の

台
車
に
つ
い
て

46

は
、
本
年

月
末
ま
で
に
取

12

り
替
え
を
行
う
反
面
、
会
社

は
「
安
全
上
問
題
な
い
」
と

し
て
取
り
替
え
る
ま
で
は
現

行
通
り
運
行
さ
せ
る
と
い

う
、
安
全
よ
り
運
行
優
先
の

姿
勢
を
押
し
通
し
ま
し
た
。

会
社
は
対
策
と
し
て
、
台

車
温
度
検
知
装
置
の
増
設
、

指
令
所
に
車
両
技
術
専
任
の

社
員
の
配
置
、
乗
務
員
に
対

す
る
臭
い
の
体
感
訓
練
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
で
は
、
専
門
の
社
員
を

現
場
に
配
置
す
る
対
策
を
取

り
ま
し
た
。
本
部
は
「
指
令

所
に
い
て
も
臭
い
や
音
は
判

ら
な
い
。
現
場
に
配
置
す
べ

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
５
月
16

日
、
静
岡
市
草
薙
球
場
で
第

回
野
球
大
会
を
開
催
し
ま

26し
た
。
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
と
Ｊ

Ｒ
貨
物
労
組
静
岡
支
部
の
組

合
員
、
総
勢

名
が
参
加
し
、

23

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。試

合
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
チ

ー
ム
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
チ
ー

ム
で
、
対
戦
を
２
回
行
い
ま

し
た
。
１
回
戦
は

対
４
、

15

２
回
戦
は
７
対
５
で
両
方
と

も
Ｊ
Ｒ
東
海
労
が
勝
利
し
ま

し
た
。

試
合
終
了
後
は
、
場
所
を

移
し
て
懇
親
会
を
行
い
、
絆

を
深
め
ま
し
た
。

（２）第３９９号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１８年（平成３０年）６月１日

中
央
労
働
基
準
監
督
署
が

５
月

日
、
東
京
第
一
運
輸

28

所
に
調
査
に
入
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
こ
の
間
、
更

衣
時
間
が
労
働
時
間
に
さ
れ

て
い
な
い
実
態
を
労
働
基
準

監
督
署
に
相
談
に
行
き
、
会

社
に
改
善
を
要
請
す
る
よ
う

に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
社
員

か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が

昨
年
１
月
に
発
表
し
た
「
労

働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
た

め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
き
措

置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
は
、
私
服
か
ら
制
服

に
着
替
え
る
更
衣
時
間
は
労

働
時
間
と
し
て
明
確
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
社
は
「
指
揮

命
令
下
に
な
い
」
と
し
て
、

更
衣
時
間
を
労
働
時
間
に
す

る
こ
と
を
拒
否
し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
労
と
対
立
し
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
ぞ
！

各
地
で
の
憲
法
集
会
に
参
加
！

更衣時間の問題で
労基署が現場調査

園
で
開
催
さ
れ
た
集
会
に

は
、
全
国
か
ら
約
６
万
人
が

集
ま
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
Ｊ

Ｒ
総
連
の
仲
間
と
共
に
、
新

幹
線
地
本
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
を

中
心
に
集
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
集
会
で
は
「
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
統
一
署
名

（
三
千
万
人
署
名
）
」
は
現

在
１
，
３
５
０
万
筆
集
ま
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
大
阪
・
扇
町
公
園

で
開
催
さ
れ
た
「
安
倍
９
条

改
憲
許
さ
な
い
！
５
・
３
お

お
さ
か
総
が
か
り
集
会
」
に

は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
近
畿
地
協
の

仲
間
と
共
に
、
新
幹
線
関
西

地
本
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
を
中
心

に
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
約
２
万
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

運
行
管
理
、
安
全
対
策
で
対
立
！

「
の
ぞ
み

号
」
事
故
の
業
務
委
員
会

34

Ｊ
Ｒ
東
海
労
Ｏ
Ｂ
会
は
５

月

日
、
静
岡
労
政
会
館
で

24
第

回
定
期
総
会
を
開
催
し

19
ま
し
た
。
本
部
か
ら
は
、
木

下
書
記
長
が
出
席
し
ま
し

た
。福

島
Ｏ
Ｂ
会
長
は
「
安
倍

政
権
が
進
め
る
戦
争
政
策
・

憲
法
９
条
改
悪
に
反
対
し
、

国
民
投
票
で
は
改
憲
に
反
対

す
る
人
を
一
人
で
も
多
く
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、

何
か
異
常
が
あ
れ
ば
列
車
を

停
止
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
東
海
の
場
合
、

異
臭
が
し
て
も
乗
務
員
の
判

会
社
は
、
多
く
の
沿
線
住
民

の
意
見
を
無
視
し
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
建
設
を
強
行
し

て
い
る
。
反
対
す
る
仲
間
と

連
帯
し
て
建
設
反
対
の
闘
い

を
展
開
し
よ
う
。
Ｏ
Ｂ
は
現

職
と
共
に
闘
っ
て
い
く
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

全
体
で
意
見
交
換
を
行

い
、
Ｏ
Ｂ
会
は
現
職
と
共
に

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て

闘
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し

断
で
列
車
を
停
止
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
本
部
は

異
臭
を
感
じ
て
も
列
車
を
停

止
す
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と

主
張
し
ま
し
た
。

た
。新

役
員
は
以
下
の
通
り
で

す
。
会
長
：
福
島
一
三
（
静

岡
）
／
副
会
長
：
伊
藤
勝
（
新

幹
線
）
、
鍋
島
要
（
静
岡
）
、

原
春
海
（
名
古
屋
）
、
工
藤

孝
志
（
新
幹
線
関
西
）
／
事

務
長
：
田
中
栄
六
（
新
幹
線

関
西
）
／
幹
事
：
斉
藤
孝
紀

（
本
部
）

Ｏ
Ｂ
は
平
和
の
闘
い
を
担
お
う
！

Ｏ
Ｂ
会
第

回
定
期
総
会

19

若い仲間と交流深める！
第26回野球大会


